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１　
私
の
経
験

　

私
は
地
元
の
「
戦
争
さ
せ
な
い　

憲

法
壊
す
な
沼
津
の
会
」（
以
下
「
沼
津

の
会
」）
と
い
う
市
民
の
平
和
を
求
め

る
運
動
体
で
共
同
代
表
を
務
め
て
い

る
。
こ
の
会
は
、
安
保
法
制
反
対
で
全

国
の
市
民
に
よ
る
平
和
を
求
め
る
運
動

が
盛
り
上
が
っ
た
二
〇
一
五
年
五
月
に

発
足
し
た
。
国
会
で
安
保
法
制
が
強
行

採
決
さ
れ
た
の
は
そ
の
年
の
九
月
で

あ
っ
た
。
以
来
、
市
内
の
小
さ
な
公
園

で
ほ
ぼ
毎
月
一
回
市
民
集
会
を
開
き
続

け
て
き
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
一
〇
月

二
〇
日
で
九
四
回
目
を
迎
え
る
。
よ
く

も
続
い
た
も
の
だ
と
市
民
の
地
道
な
努

力
を
賞
賛
し
た
い
。
こ
の
集
会
は
市
の

公
園
で
行
う
の
で
、
そ
の
都
度
緑
地
公

園
課
の
使
用
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
ま
で
、
他
団
体
が
先
に
使
用

許
可
を
得
て
い
た
場
合
に
は
日
程
を
ず

ら
し
た
り
し
た
が
、
不
許
可
に
な
っ
た

こ
と
は
な
い
。

　

さ
て
、
今
年
の
集
会
に
つ
い
て
驚
く

べ
き
体
験
を
し
た
。
定
期
的
に
開
催
す

る
の
で
、
事
前
に
数
か
月
分
の
予
約
を

し
て
お
き
、
近
づ
い
た
ら
正
式
の
許
可

申
請
を
し
て
い
た
。
今
年
も
一
〇
月
初

め
に
い
つ
も
の
よ
う
に
許
可
申
請
手
続

き
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
緑
地
公
園
課

は
す
ぐ
に
許
可
せ
ず
、
申
請
に
行
っ
た

事
務
局
長
に
選
管
と
話
を
す
る
こ
と
を

求
め
た
。
電
話
を
選
管
に
つ
な
い
で
あ

る
の
で
と
言
わ
れ
て
申
請
窓
口
で
選
管

の
担
当
者
に
集
会
の
内
容
等
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の

集
会
は
衆
議
院
選
挙
期
間
中
な
の
で
、

公
選
法
上
の「
政
治
団
体
」に
よ
る「
街

頭
政
談
演
説
の
開
催
」
に
あ
た
り
、
許

可
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。「
街
頭
政
談

演
説
」
な
ど
の
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
に

び
っ
く
り
し
、
不
許
可
に
は
納
得
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
数
日
後
に
公
園

緑
地
課
に
再
交
渉
を
申
し
出
た
。

　

こ
の
不
許
可
と
は
な
に
か
。
再
交
渉

ま
で
の
間
、
私
た
ち
は
公
選
法
の
該
当

箇
所
を
調
べ
、
対
策
を
考
え
た
。
公
選

選
挙
期
間
中
は
市
民
運
動
・

	
	

	

平
和
運
動
は
ご
法
度
か
？

角
田
由
紀
子
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法
は
選
挙
期
間
中
、
政
党
そ
の
他
の
政

治
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
て
は
厳
し

い
規
制
を
し
て
い
る
が
、
労
働
組
合
や

平
和
運
動
な
ど
を
行
う
市
民
団
体
及
び

個
人
が
行
う
政
治
活
動
に
つ
い
て
は
一

切
制
限
が
な
い
。
そ
こ
で
労
働
組
合
や

市
民
団
体
及
び
個
人
は
、
選
挙
期
間
中

と
い
え
ど
も
、
公
選
法
が
政
治
団
体
に

禁
じ
て
い
る
宣
伝
カ
ー
の
走
行
、
拡
声

器
の
使
用
、
立
札
・
看
板
の
掲
示
等
を

用
い
た
政
治
活
動
も
制
限
さ
れ
る
こ

と
な
く
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

（「
自
由
に
で
き
る
選
挙
活
動
」第
四
版
、

二
〇
一
四
年
一
〇
月　

自
由
法
曹
団
京

都
支
部
刊
）。

　

沼
津
市
選
管
は
私
た
ち
を
公
選
法
に

い
う
「
政
治
団
体
」
に
該
当
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
判
断
し
、
緑
地
公
園
課
に

そ
の
旨
伝
え
、
同
課
は
法
令
違
法
の
集

会
に
は
使
用
さ
せ
ら
れ
な
い
と
の
結
論

に
至
っ
た
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
公
選
法
に
は
、
選
挙
期

間
中
大
幅
に
政
治
活
動
が
制
限
さ
れ
る

「
政
党
そ
の
他
の
政
治
活
動
を
行
う
団

体
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
明
文
の

定
義
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
選
管
も
認

め
て
い
る
。
し
か
し
、
選
管
は
実
態
に

お
い
て
「
政
治
上
の
主
義
も
し
く
は
施

策
を
支
持
も
し
く
は
こ
れ
に
反
対
す
る

団
体
」
と
広
く
解
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

選
管
は
、「
沼
津
の
会
」
は
、
そ
の

実
態
に
お
い
て
「
政
治
上
の
主
義
も
し

く
は
政
策
を
支
持
す
る
」
団
体
と
解
釈

し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
判
例
等
も
な
い
ら
し
い
。

　

選
挙
は
民
主
主
義
の
手
続
き
の
一
つ

で
あ
り
、
市
民
団
体
の
活
動
は
民
主
主

義
の
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
何
よ
り
憲

法
一
二
条
の
「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保

障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不

断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
要
請
に

合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
選

管
が
「
政
治
団
体
に
該
当
す
る
お
そ

れ
が
大
き
い
」
と
の
立
場
を
譲
ら
ず
、

二
〇
日
の
集
会
は
行
い
た
い
と
の
市
民

側
の
希
望
も
強
く
て
、
集
会
で
は
公
選

法
が
禁
じ
て
い
る
「
街
頭
政
談
演
説
」

に
当
た
ら
な
い
た
め
に
、
拡
声
器
は
使

わ
な
い
、
通
行
人
に
参
加
を
呼
び
か
け

な
い
（
も
っ
と
も
、
通
行
人
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
参
加
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

は
な
い
が
）、
参
加
者
は
沼
津
の
会
の

会
員
に
限
る
な
ど
の
妥
協
案
に
合
意
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
個
人
的
に
は

釈
然
と
し
な
か
っ
た
が
や
む
な
く
受
け

入
れ
た
。

　

一
〇
月
一
九
日
に
は
静
岡
市
で
沼
津

の
会
よ
り
も
大
規
模
な
「
10
・
19
戦
争

法
廃
止
！ 

19
日
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
静

岡
市
葵
区
「
青
葉
緑
地
Ｂ
２
」
で
開
か

れ
る
。
こ
れ
も
市
有
地
で
の
開
催
で
あ

る
。
公
選
法
上
の
政
治
活
動
の
明
文
の

定
義
が
な
い
こ
と
は
こ
こ
に
も
表
れ
て

お
り
、
解
釈
は
選
管
に
よ
り
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
実
は
沼

津
の
会
で
も
今
年
五
月
の
知
事
選
の
時

は
許
可
を
得
て
同
じ
場
所
で
集
会
を
開

い
て
い
る
。

　

市
民
の
民
主
主
義
の
実
行
を
選
管
が

規
制
す
る
権
限
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
公
選
法
に
よ
っ
て
「
市
民
に

よ
る
政
治
活
動
」
は
制
限
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
私
た
ち
の
交
渉
で
は
や
り
取
り
は

主
に
選
管
と
の
間
で
あ
り
、
担
当
課
は

そ
の
結
論
に
従
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
と
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で

皆
さ
ん
に
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
問
題
の
根
源
は
国
民
抑
圧
的
な
公

選
法
に
あ
る

　

公
選
法
が
ど
ん
な
に
バ
カ
げ
た
法
律

で
あ
る
か
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
例
え
ば
、
世
界
で
類
を
見
な
い
高

額
の
供
託
金
、
選
挙
運
動
方
法
や
期
間

の
厳
し
い
制
限
な
ど
で
あ
る
。
い
ま
、

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
中
で
あ
る

が
、
テ
レ
ビ
報
道
を
見
て
い
て
わ
か
る

の
は
、
選
挙
期
間
が
な
い
こ
と
（
い
つ

で
も
で
き
る
）、
戸
別
訪
問
自
由
な
ど

だ
。
中
で
も
戸
別
訪
問
は
重
要
な
選
挙

運
動
だ
。
一
人
一
人
対
話
す
る
こ
と
で

政
策
を
理
解
し
て
も
ら
い
支
持
を
広
げ

る
。

　

選
挙
で
の
支
持
を
得
る
た
め
の
有
効

な
方
法
を
日
本
は
禁
じ
て
い
る
し
、
高

額
供
託
金
で
お
金
の
な
い
人
の
立
候
補

を
さ
せ
な
い
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
内
容
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
そ
れ
を
知
る
に
は
公
選
法
の
歴

史
を
知
る
必
要
が
あ
る
。「
一
票
の
会
」
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で
は
、
二
〇
二
二
年
世
界
の
選
挙
制
度

に
詳
し
い
慶
応
大
学
・
政
治
学
教
授
の

粕
谷
祐
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
公
職
選

挙
法
の
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を
行
っ

た
。
そ
こ
で
歴
史
を
知
っ
て
愕
然
と
し

た
。

　

公
選
法
は
、
一
九
二
五
年
制
定
の
普

通
選
挙
法
に
源
を
発
す
る
。
高
額
供
託

金
は
、
誰
で
も
（
男
で
あ
れ
ば
）
立
候

補
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
無
産
者

の
参
入
を
妨
害
す
る
手
段
と
し
て
導
入

さ
れ
た
も
の
だ
。
そ
れ
ま
で
の
議
員
は

富
裕
者
し
か
な
れ
な
か
っ
た
。
富
裕
者

は
誰
で
も
参
入
で
き
る
制
度
に
自
分
た

ち
の
既
得
権
を
侵
害
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
恐
れ
、
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
絞
っ

た
。
こ
の
制
度
で
は
女
性
や
貧
乏
人
や

若
者
は
参
加
で
き
な
い
。
そ
れ
が
今
日

ま
で
続
く
弊
害
の
源
で
あ
る
。
そ
の
精

神
は
で
き
る
だ
け
公
平
に
有
権
者
の
参

加
を
求
め
る
と
い
う
の
と
は
真
逆
だ
。

排
除
を
旨
と
す
る
制
度
設
計
で
あ
る
。

そ
の
精
神
が
活
か
さ
れ
て
、
市
民
運
動

の
排
除
に
も
向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　

買
収
な
ど
を
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
市
民
運
動
を
排

除
し
て
結
果
的
に
人
々
を
政
治
か
ら
遠

ざ
け
る
結
果
は
誰
を
利
す
る
の
か
。
考

え
る
ま
で
も
な
い
。
か
つ
て
あ
る
総
理

大
臣
は
、
人
々
が
投
票
日
に
は
寝
て
い

て
ほ
し
い
と
宣
っ
た
。
こ
れ
が
権
力
者

の
本
音
で
あ
る
。
選
挙
期
間
中
の
市
民

運
動
や
平
和
運
動
を
規
制
す
る
の
も
、

人
々
の
「
目
覚
め
」
を
促
し
て
ほ
し
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
ん

な
こ
と
を
続
け
て
き
た
結
果
が
今
の
状

況
で
あ
ろ
う
。
政
治
に
無
関
心
で
あ
る

こ
と
に
資
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
や

ろ
う
と
い
う
わ
け
か
。
選
管
は
「
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
毒
に
も
薬

に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る

が
、
投
票
率
を
上
げ
る
に
は
市
民
を
政

治
的
に
覚
醒
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

で
は
な
い
か
。
今
回
の
こ
と
に
遭
遇
し

て
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
四
日
）

　

昨
年
一
一
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訪
問

の
折
、
ジ
ュ
デ
ィ
・
シ
カ
ゴ
（1939-

）

の
六
〇
年
に
わ
た
る
創
作
の
回
顧
展
、

《
ジ
ュ
デ
ィ
・
シ
カ
ゴ—

彼
女
の
物

語
》
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
。
展
覧
会
場
の

ニ
ュ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
革
新
的

な
現
代
美
術
を
扱
う
小
規
模
な
美
術
館

で
、
多
様
な
テ
ー
マ
と
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
シ
カ
ゴ
作
品
が
ほ
ぼ
全
館
を

埋
め
尽
く
し
た
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
ア
ー
ト
の
旗
手
で

あ
っ
た
シ
カ
ゴ
が
一
九
七
〇
年
代
に
創

造
し
た
「
花
」
は
、
女
性
の
性
を
象
徴

し
、
家
父
長
制
社
会
で
抑
圧
さ
れ
て
き

た
側
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
思
想
表
現
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
の

「
花
」誕
生
に
は
、ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
オ
キ
ー

フ
か
ら
の
影
響
が
あ
る
。

　

花
の
細
部
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
写
実

性
の
強
い
作
品
は
、
女
性
の
外
陰
部
を

ま
ざ
ま
ざ
と
連
想
さ
せ
、
社
会
か
ら
の

風
あ
た
り
が
強
か
っ
た
。
そ
の
到
達
点

が
七
〇
年
代
後
半
に
創
作
し
た
、
三
角

形
テ
ー
ブ
ル
の
巨
大
な
イ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、《
デ
ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
》（
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。

　

神
話
・
歴
史
・
芸
術
の
各
分
野
で
重

要
な
三
九
名
の
女
性
た
ち
の
シ
ン
ボ
ル

を
花
や
蝶
や
炎
に
な
ぞ
ら
え
、
三
九
枚

の
磁
器
の
皿
に
表
し
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ

る
と
い
う
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
発

表
当
時
、
世
間
を
お
ど
ろ
か
せ
た
。
現

在
で
は
、《
デ
ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
》
は
、

ア
メ
リ
カ
美
術
史
に
輝
く
金
字
塔
で
あ

り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
ア
ー
ト
を
代
表

す
る
。

　

今
回
展
示
さ
れ
た
の
は
、「
花
」
以

前
の
模
索
時
代
の
作
品
、「
花
」
以
降

の
円
熟
期
の
作
品
多
数
で
あ
る
。
八
四

歳
（
昨
年
）
に
い
た
る
ま
で
衰
え
を
知

ら
な
い
、
彼
女
の
創
作
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ

寄稿

美術展《ジュディ・シカゴ：彼女の物語》

　「花」以前と
　　「花」以降のシカゴ

金田由紀子

ART
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た
。

　
「
花
」
以
前
の
模
索
期
の
シ
カ
ゴ
は
、

男
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
同
等
で
あ
ろ
う

と
し
て
、
鉄
の
素
材
（
車
の
ボ
ン
ネ
ッ

ト
）
や
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
、ラ
ン
ド
・
ア
ー

ト
に
挑
み
、
そ
れ
ら
を
「
女
性
化
」
し

よ
う
と
試
み
る
作
品
を
創
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
シ
カ
ゴ
が
取

り
組
ん
だ
テ
ー
マ
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

か
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
展
開
、
ユ

ダ
ヤ
系
の
歴
史
・
文
化
の
表
現
、
男
性

へ
の
視
点
・
評
価
、多
様
な
表
現
メ
デ
ィ

ア
と
コ
ラ
ボ
（
共
作
）
へ
の
挑
戦
、
人

間
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
、
埋

も
れ
て
き
た
（
欧
米
）
女
性
芸
術
史
の

構
築
と
提
示
な
ど
で
あ
る
。

本美術展カタログ（画集）
Judy Chicago: Her Story. Edited by Mas-
similiano Gioni, Gary Carrion-Murayari, 
and Margot Norton. Phaidon Press in as-
sociation with the New Museum, 2023. 現在
Amazonで販売中。15,000円くらい（変動あり）。
図書館にリクエストしてみる方法もある。

　

具
体
的
な
作
品
群
の
数
例
を
紹
介
す

る
と
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
出
自
を
前
面
に
だ

し
た
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
作
品
群
は
、

写
真
家
と
の
コ
ラ
ボ
で
あ
り
、
極
限
に

追
い
つ
め
ら
れ
た
人
間
の
表
情
が
胸
に

さ
さ
っ
た
。「
出
産
」
作
品
群
は
、
針

仕
事
作
家
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
生
む
性
を

生
々
し
く
色
あ
ざ
や
か
に
表
現
す
る

（
カ
タ
ロ
グ
の
表
紙
を
参
照
）。　

　
「
パ
ワ
ー
・
プ
レ
イ
」
作
品
群
で
は
、

筋
骨
隆
々
の
男
性
の
裸
体
を
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
に
描
き
、
暴
力
の
源
と
し
て
の
男

性
の
身
体
を
描
く
。
二
〇
一
〇
年
代
後

半
の
ガ
ラ
ス
画
で
は
、
自
身
の
死
と
向

き
合
う
内
省
的
な
画
風
に
転
じ
、
死
の

間
際
の
苦
し
み
を
想
像
し
描
い
て
い

現
代
の
奴
隷
制

　

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
四
大
陸

を
横
断
し
な
が
ら
、
人
身
売
買
・
性
売

買
の
現
実
、
世
界
中
に
遍
く
広
が
っ
て

い
る
性
産
業
の
実
態
を
暴
露
す
る
。
救

出
さ
れ
た
犠
牲
者
、
売
春
の
元
当
事

者
、
元
人
身
売
買
業
者
、
売
春
宿
の

オ
ー
ナ
ー
、
買
春
客
た
ち
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
救
出
団
体
や
心
理
学
者
な
ど

の
専
門
家
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重

ね
、
証
言
に
基
づ
く
再
現
ド
ラ
マ
も
交

え
な
が
ら
、
極
悪
非
道
の
商
人
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
女
性
た
ち
を
破
壊
す
る
の

か
を
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

い
る
。 人身売買・性売買を告発する

ドキュメンタリー映画

　　「邪悪なるもの

　　—魂の破壊者たち」
Nefarious:	Merchant	of	Souls

村山千津子

る
。

　

本
展
の
一
フ
ロ
ア
は
、
シ
カ
ゴ
が
愛

し
た
約
九
〇
名
の
女
性
芸
術
家
や
歴
史

上
重
要
な
女
性
た
ち
の
肖
像
・
作
品
・

関
連
資
料
展
示
に
使
わ
れ
て
い
る
。
シ

カ
ゴ
が
思
想
家
で
あ
り
、
教
育
者
で
あ

り
、
研
究
者
で
も
あ
る
こ
と
を
、
一
層

感
じ
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
本
展
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
芸
術
も
、
シ
カ
ゴ
ら
が
構

築
し
た
女
性
芸
術
史
を
担
っ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
「
花
」
の
思
想
に
、

広
が
り
が
見
え
た
点
も
書
き
添
え
た

い
。 

　

限
ら
れ
た
紙
面
で
、
ま
た
言
語
で
、

歴
史
的
に
も
重
要
な
本
展
の
全
貌
を
紹

介
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
幸
い

に
も
充
実
し
た
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
が
あ

る
。
日
本
の
図
書
館
に
も
本
展
カ
タ
ロ

グ
を
所
蔵
し
て
い
る
所
が
あ
り
、
筆
者

も
日
本
の
図
書
館
所
蔵
の
カ
タ
ロ
グ

で
、
豊
穣
な
シ
カ
ゴ
の
世
界
を
再
体
験

し
た
。
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。（

二
〇
二
四
年
一
〇
月
七
日
）

ART
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旅
の
始
ま
り
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
人
身
売
買
の
中
心
地
と
い
わ
れ
る

「
モ
ル
ド
バ
」。
こ
の
国
は
一
九
九
一
年

の
共
産
主
義
の
崩
壊
以
降
、
人
口
の

一
〇
人
に
一
人
が
人
身
売
買
さ
れ
て
い

る
。
深
刻
な
経
済
崩
壊
に
よ
り
労
働
人

口
の
半
分
が
国
を
捨
て
る
な
か
、
子
ど

も
た
ち
は
国
に
取
り
残
さ
れ
「
社
会
的

な
孤
児
危
機
」
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い

う
。
孤
児
院
の
院
長
、
副
院
長
た
ち
は

腐
敗
し
、
成
長
し
て
出
て
い
く
少
女
た

ち
の
こ
と
を
門
の
外
に
群
が
る
人
身
売

買
業
者
に
教
え
る
。
保
護
ハ
ウ
ス
に
救

出
さ
れ
た
ア
ン
カ
は
、「
孤
児
院
の
院

長
が
男
の
子
と
遊
ん
だ
ら
ど
う
か
と
勧

め
た
ん
で
す
」
と
話
す
。
ダ
ン
サ
ー
や

モ
デ
ル
、
ホ
テ
ル
の
仕
事
が
あ
る
と
だ

ま
さ
れ
て
連
れ
て
行
か
れ
た
先
で
、
お

前
は
お
店
に
行
く
の
で
は
な
く
売
春
婦

と
し
て
働
く
の
だ
と
告
げ
ら
れ
る
。「
選

択
の
余
地
な
ど
な
か
っ
た
」。

　
「
人
身
売
買
は
世
界
で
最
も
成
長
し

て
い
る
犯
罪
産
業
で
あ
る
」（
米
国
保

健
福
祉
省
）。
女
性
た
ち
が
送
り
込
ま

れ
る
の
は
〝
売
春
婦
と
し
て
の
訓
練
〟

を
施
さ
れ
る
場
所
で
、
そ
こ
で
体
と
精

神
、
魂
が
壊
さ
れ
る
。
そ
の
あ
と
で
被

害
者
は
、
闇
市
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
バ
イ

ヤ
ー
た
ち
の
目
の
前
で
裸
で
歩
か
さ

れ
、
最
高
額
の
入
札
者
に
売
ら
れ
る
と

い
う
流
れ
だ
。
少
女
た
ち
の
証
言
に
よ

る
と
、
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在

し
、
書
類
の
偽
造
屋
、
密
輸
業
者
、
国

境
管
理
人
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
な
ど

が
関
与
し
て
目
的
地
ま
で
運
ば
れ
る
。

一
九
八
九
年
以
降
最
大
四
〇
万
人
の
女

性
が
モ
ル
ド
バ
か
ら
人
身
売
買
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

東
欧
は
「
人
身
売
買
と
の
闘
い
に
お

い
て
失
敗
し
た
地
域
」
と
呼
ば
れ
て
き

た
。
事
実
、
売
春
が
合
法
化
さ
れ
て
い

る
世
界
で
有
名
な
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
で
は
、
赤
線
地
域
、
飾
り
窓
の
店
に

い
る
女
性
の
大
半
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
東
欧
出

身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

す
べ
て
は
金
の
た
め
―

　「
女
は
何
度
で
も
売
れ
る
」

　
〝
人
身
売
買
〟
と
聞
く
と
す
ぐ
に
、

そ
れ
は
許
し
が
た
い
人
権
侵
害
だ
と
誰

も
が
思
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
〝
売
春
〟

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
別
の
こ
と

だ
と
考
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
二
〇
年
間
売
春
を
調
査
し

て
き
た
臨
床
心
理
学
者
の
メ
リ
ッ
サ
・

フ
ァ
ー
リ
ー
は
、
人
身
売
買
の
目
的
は

大
半
が
売
春
な
の
だ
か
ら
常
に
売
春
に

注
目
す
べ
き
だ
と
話
す
。「
人
身
売
買

の
被
害
者
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
と
き

に
な
ぜ
売
買
春
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所

を
探
さ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ス
ト

リ
ッ
プ
バ
ー
、マ
ッ
サ
ー
ジ
パ
ー
ラ
ー
、

エ
ス
コ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
そ
こ
に
被
害

者
が
い
る
ん
で
す
」。

　

飾
り
窓
の
な
か
は
安
全
だ
と
喧
伝
し

て
い
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
売
春
地
帯

の
部
屋
に
は
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
人

を
呼
べ
る
よ
う
に
ベ
ッ
ド
に
は
非
常
ボ

タ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
実
際
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
売
春
を
す
る
女
性
の

六
〇
％
が
身
体
的
暴
行
を
受
け
た
と
報

告
し
て
い
る
。
最
近
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
市
長
は
赤
線
地
区
の
半
分
を
閉
鎖
し

た
が
、
そ
の
理
由
は
犯
罪
組
織
を
抑
え

ら
れ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。「
合
法
売

春
と
い
う
の
は
ポ
ン
引
き
や
買
春
客
を

表
玄
関
か
ら
招
く
こ
と
で
す
。
売
春
に

合
法
も
非
合
法
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
ン

引
き
や
人
身
売
買
業
者
が
常
に
い
ま

す
。
み
な
犯
罪
者
集
団
で
す
」（
メ
リ
ッ

サ
・
フ
ァ
ー
リ
ー
）。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
社
会
的
不
正
義
を

政
府
機
関
が
食
い
止
め
ら
れ
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
す
べ
て
は
金
の
た
め
だ
。
マ

フ
ィ
ア
が
人
身
売
買
を
取
り
仕
切
っ
て

い
て
、
業
者
の
多
く
は
元
麻
薬
密
売
人

で
あ
る
。「
コ
カ
イ
ン
は
一
度
売
れ
ば

終
わ
り
だ
が
、
女
を
一
人
売
れ
ば
最
低

で
も
七
年
は
稼
げ
る
。
女
は
何
度
で
も

売
れ
る
」（
人
身
売
買
業
者
）。

人
身
売
買
に
加
担
す
る
文
化 

　
―
娘
を
売
る

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
ま
た
別
の
性
搾
取

構
造
が
幼
い
少
女
た
ち
を
囲
い
込
ん
で

い
る
。
美
し
い
自
然
で
人
々
を
惹
き
つ

け
る
微
笑
み
の
国
、
タ
イ
。
し
か
し
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Nefarious: Merchant of Souls： 2020 年 1 月 Exodus Cry により公開。ベンジャ
ミン・ノーロ監督・制作 1 時間 39 分。 youtube で視聴可能。日本語字幕。「ネ
ファリアス―売られる少女たちの叫び」のタイトルで自主上映されたことがある。
https://www.youtube.com/watch?v=MFaDHgXPbUg

社
会
に
は
売
春
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ン
マ
イ
か
ら
バ
ン
コ
ク
、パ
タ
ヤ
、

プ
ー
ケ
ッ
ト
ま
で
、
取
材
陣
は
多
く
の

売
春
婦
と
話
を
し
た
が
、
み
な
そ
の
経

歴
は
似
通
っ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
が
農

村
出
身
で
、
親
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
仕
事
を
求
め
て
大
都
市
へ
出
て
き

た
。
彼
女
た
ち
は
「
家
族
を
助
け
る
た

め
に
お
金
が
必
要
だ
っ
た
」
と
話
す
。

　

少
女
た
ち
は
強
制
さ
れ
た
り
拉
致
さ

れ
た
り
し
て
売
春
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
社
会
的
条
件

が
個
人
の
選
択
肢
を
奪
っ
て
い
る
、
と

映
画
は
タ
イ
の
現
状
を
分
析
し
て
い

る
。
タ
イ
で
一
四
年
間
性
産
業
で
働
く

女
性
た
ち
と
か
か
わ
っ
て
き
た
専
門
家

の
ロ
ー
レ
ン
・
べ
セ
ル
は
、
人
身
売
買

を
「
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
脆
弱
さ
を
搾
取

す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
。「
経

済
的
な
弱
さ
、性
的
虐
待
に
よ
る
弱
さ
、

自
尊
心
が
低
い
と
い
う
弱
さ
。
弱
者
を

利
用
し
搾
取
す
る
こ
と
」
だ
と
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
い
く
つ
か
の
村
で
は

親
が
子
ど
も
を
性
売
買
業
者
に
売
る
こ

と
が
日
常
の
風
景
の
よ
う
に
横
行
し
て

い
る
。
極
度
の
貧
困
だ
け
が
理
由
で
は

な
く
、
携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
ぜ

い
た
く
品
が
欲
し
か
っ
た
り
、
親
が
楽

を
し
た
い
が
た
め
に
娘
を
売
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
娘
の
ほ
う
も
売
ら
れ
る

こ
と
で
父
母
に
親
孝
行
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
信
じ
込
ん
で
い
て
、
そ
の

地
域
の
あ
る
種
の
〝
慣
習
〟、〝
文
化
〟

の
よ
う
に
身
売
り
が
根
付
い
て
し
ま
っ

て
い
る
。

耐
え
る
の
か
。
そ
れ
は
ポ
ン
引
き
（
ピ

ン
プ
）
に
洗
脳
さ
れ
て
い
て
抜
け
出
せ

な
い
か
ら
で
あ
る
。搾
取
、操
作
、脅
迫
、

暴
力
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
徹
底
的
に
支

配
さ
れ
て
い
る
。
反
人
身
売
買
活
動
家

で
心
理
学
者
の
ダ
ン
・
ア
レ
ン
ダ
ー
は

こ
う
分
析
し
て
い
る
。「
売
春
に
入
る

女
性
の
九
五
％
が
生
い
立
ち
の
中
で
父

親
や
継
父
、
近
所
の
男
た
ち
か
ら
幼
い

こ
ろ
に
性
的
虐
待
を
受
け
て
い
る
。
そ

れ
は
絶
望
と
自
暴
自
棄
と
恥
の
感
覚
を

も
た
ら
し
、
自
分
の
体
に
は
何
の
価
値

も
な
い
と
思
い
詰
め
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
結
果
他
人
の
洗
脳
に
い
と
も
簡
単

に
屈
し
て
し
ま
う
ん
で
す
」。「
自
分
が

搾
取
さ
れ
る
売
春
業
に
女
性
が
陥
る
最

大
の
原
因
は
性
的
虐
待
で
す
。
世
界
中

ど
こ
で
も
同
じ
で
す
」
と
彼
は
断
言
す

る
。

　
ど
う
や
っ
て
止
め
る
か

　

性
売
買
に
果
敢
に
取
り
組
み
闘
う

人
々
の
努
力
が
あ
る
中
で
も
、
い
ま
だ

に
売
買
春
は
様
々
な
形
を
と
っ
て
世
界

中
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
出

口
は
な
い
の
か
と
絶
望
的
な
気
持
ち
に

な
る
が
、
一
筋
の
光
を
与
え
て
く
れ
る

の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
買
春
禁
止
法

少
女
が
売
春
を
選
ん
だ
の
で
は
な
く

売
春
が
少
女
を
選
ん
だ

　

拉
致
や
極
端
な
貧
困
と
は
無
縁
に
見

え
る
ア
メ
リ
カ
の
大
都
市
ラ
ス
ベ
ガ

ス
。
こ
こ
に
は
華
や
か
さ
と
富
に
魅
せ

ら
れ
性
産
業
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
た
女
性

た
ち
が
や
っ
て
く
る
。し
か
し
映
画『
プ

リ
テ
ィ
・
ウ
ー
マ
ン
』
に
あ
こ
が
れ

億
万
長
者
と
の
結
婚
を
夢
見
る
彼
女
た

ち
を
待
ち
受
け
る
の
は
、
他
の
国
と
同

様
の
悲
惨
な
性
売
買
の
現
実
で
あ
る
。

　
「
殴
ら
れ
脅
さ
れ
て
死
に
そ
う
に

な
っ
て
、
数
ヵ
月
後
、
数
年
後
に
は
こ

れ
が
ど
ん
な
こ
と
か
わ
か
る
」、「
車
に

乗
っ
た
ら
男
が
目
的
地
と
違
う
場
所
へ

向
か
っ
て
い
る
。
お
前
が
今
夜
行
く
の

は
地
獄
だ
と
言
わ
れ
て
、
降
り
よ
う
と

し
て
男
と
も
み
合
い
に
な
っ
た
。
首
を

絞
め
ら
れ
あ
わ
や
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
売
春
婦
は
み
ん
な
こ
ん
な
体

験
を
し
て
い
る
」（
元
売
春
当
事
者
）。

売
春
は
命
を
脅
か
さ
れ
る
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
売
春
研
究
教
育
機
関
の
統
計

に
よ
る
と
、
売
春
婦
の
死
亡
率
は
国
民

平
均
の
四
〇
倍
に
上
る
。

　

で
は
な
ぜ
女
性
た
ち
は
虐
待
に
毎
日



7

CINEMA
だ
。　

　

一
九
九
九
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

買
春
が
違
法
と
な
っ
た
。
買
春
客
は
逮

捕
さ
れ
て
重
い
刑
罰
が
科
さ
れ
、
時
に

は
禁
固
刑
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
カ
ー

シ
ャ
・
ウ
ォ
ー
ル
ベ
ル
グ
（
人
身
売

買
撲
滅
の
指
揮
を
執
る
捜
査
責
任
者
）

は
、
こ
の
法
律
は
「
暴
力
行
為
か
ら
女

性
を
保
護
す
る
も
の
」
と
話
す
。「
搾

取
さ
れ
て
い
る
女
性
の
層
が
放
置
さ
れ

て
い
る
限
り
真
の
男
女
平
等
は
実
現
で

き
な
い
で
し
ょ
う
」。
売
春
し
た
女
性

は
逮
捕
さ
れ
ず
性
産
業
か
ら
抜
け
出
す

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
一
方
ポ
ン

引
き
や
業
者
は
逮
捕
さ
れ
る
。
彼
ら
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
の
が
法

律
の
目
的
で
あ
る
。
事
実
、
業
者
た
ち

の
電
話
を
盗
聴
し
た
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
も
う
ダ
メ
だ
、
客
が
捕
ま
る
の
を

恐
が
っ
て
い
る
と
い
っ
た
会
話
が
交
わ

さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
こ
の
国
の
人
身

売
買
の
比
率
は
Ｅ
Ｕ
諸
国
中
で
最
も
低

い
。
つ
ま
り
、「
人
身
売
買
を
な
く
し

た
け
れ
ば
売
買
春
を
な
く
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
売
買
春

を
撲
滅
さ
せ
る
こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

試
み
と
法
律
が
他
の
国
に
も
広
が
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
。

　

映
画
の
中
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

た
女
性
た
ち
の
体
験
は
、
な
ぜ
こ
ん
な

こ
と
が
人
に
対
し
て
許
さ
れ
て
い
る
の

か
と
思
う
よ
う
な
む
ご
い
仕
打
ち
ば
か

り
で
、
性
売
買
と
い
う
も
の
の
残
酷
さ

が
胸
に
迫
っ
て
く
る
。
日
本
で
も
歌
舞

伎
町
を
は
じ
め
と
し
て
性
売
買
（「
風

俗
営
業
」）
が
隆
盛
し
て
い
る
場
所
は

い
く
ら
で
も
存
在
し
て
い
る
の
に
、
身

近
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
女
性
へ
の

性
搾
取
の
実
態
や
構
造
を
私
た
ち
が
知

る
機
会
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
こ
の

映
画
は
性
産
業
の
不
正
義
を
暴
き
出
す

貴
重
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
心
穏

や
か
に
観
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ

ど
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
視
聴
し
て
い
た

だ
き
た
い
。（

二
〇
二
四
年
一
〇
月
八
日
）

　

今
年
三
月
、
瀬
戸
内
海
の
長
島
に
あ

る
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
（
１
）
療
養
所
愛
生

園
に
一
〇
歳
で
入
所
し
た
宮
�
か
づ
ゑ

さ
ん
（1928–

）
の
生
活
を
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
か
づ
ゑ
的
」

（
２
）
が
公
開
さ
れ
た
。
元
患
者
宮
�
さ

ん
の
生
活
を
八
年
間
か
け
て
撮
り
続
け

完
成
さ
せ
た
も
の
。
淡
々
と
写
し
出
さ

れ
る
素
の
ま
ま
の
か
づ
ゑ
さ
ん
の
姿
、

そ
し
て
語
り
に
魅
了
さ
れ
圧
倒
さ
れ

た
。

　

病
気
の
た
め
手
指
を
失
っ
た
宮
�
さ

ん
は
七
〇
代
後
半
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
操

作
を
覚
え
る
。
自
分
で
工
夫
し
た
道
具

を
腕
に
く
く
り
つ
け
、
再
び
自
分
で
文

章
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
来
幼

い
頃
の
家
族
生
活
、
夫
や
患
者
仲
間
、

職
員
と
の
か
か
わ
り
な
ど
生
活
の
つ
れ

づ
れ
を
繊
細
に
著
す
随
筆
を
次
々
と
生

む
。
そ
の
多
く
は
『
長
い
道
』（
み
す

ず
書
房
、2012

）『
私
は
一
本
の
木
』

（
同
、2016

）
に
収
め
ら
れ
、
こ
の
稀

有
な
女
性
を
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
と

い
う
思
い
に
こ
た
え
て
く
れ
る
。

　

藤
本
と
し
さ
ん
（1901-1987

）
の

遺
し
た
珠
玉
の
随
筆
集
『
地
面
の
底
が

ぬ
け
た
ん
で
す
』（
思
想
の
科
学
社
、

1974

）
は
絶
版
に
な
っ
た
が
、
多
く

は
『
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
全
集
』
四
巻
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

読
む
こ
と
書
く
こ
と
が
生
き
る
支
え

だ
っ
た
と
い
う
藤
本
さ
ん
は
、
四
〇
代

終
わ
り
頃
、
視
力
を
失
う
。「
こ
の
病

者
は
生
き
て
い
る
う
ち
に
二
度
死
ぬ
っ

書
く
こ
と
を
支
え
に
生
き
た

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の

女
性
た
ち

三
井
富
美
代		

BOOK
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て
い
う
ん
で
す
。
一
度
は
ラ
イ
に
な
っ

た
時
、
二
度
目
は
失
明
し
た
時
で
す
」

（
全
集
四
巻
五
二
ペ
ー
ジ
）。
絶
望
の
時

を
経
て
、
藤
本
さ
ん
は
舌
の
先
で
点
字

を
読
む
よ
う
に
な
る
。
濡
れ
て
も
崩
れ

な
い
ア
ル
ミ
板
に
刻
ま
れ
た
点
字
を
覚

え
る
の
は
、
文
字
通
り
血
を
流
す
努
力

だ
っ
た
。
し
か
し
書
く
こ
と
は
か
な
わ

ず
、
こ
の
本
に
収
め
ら
れ
た
作
品
の
ほ

と
ん
ど
が
語
り
下
ろ
し
だ
。と
は
い
え
、

句
読
点
な
ど
含
め
練
っ
た
文
章
を
記
憶

し
て
の
語
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
治
療
薬
が
一
九
四
六
年

に
開
発
さ
れ
て
以
来
、
海
外
で
次
々
廃

止
さ
れ
た
強
制
隔
離
政
策
は
、
日
本
で

は
「
ら
い
予
防
法
」
に
よ
り
、
そ
の
後

半
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。

戦
前
か
ら
あ
る
地
域
の
患
者
を
見
つ
け

出
し
隔
離
す
る
「
無
ら
い
県
運
動
」、

患
者
に
断
種
・
中
絶
を
強
制
す
る
「
優

生
保
護
法
」
と
あ
い
ま
っ
て
、
社
会
に

は
び
こ
る
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
差
別
・
偏

見
は
よ
り
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ

ら
の
悪
法
が
、
患
者
ら
の
運
動
で
廃
止

さ
れ
た
の
は
一
九
九
六
年
。
そ
れ
ほ
ど

昔
で
は
な
い
。

　

か
つ
て
医
療
も
食
事
も
不
十
分
な
う

え
、
子
ど
も
で
あ
ろ
う
と
四
肢
が
不
自

由
で
あ
ろ
う
と
過
酷
な
労
働
を
強
い
、

規
則
に
抗
っ
た
も
の
を
監
禁
室
に
、
場

合
に
よ
っ
て
は
数
年
間
も
閉
じ
込
め
た

り
と
、
療
養
と
は
名
ば
か
り
で
、
病
が

治
っ
て
も
退
所
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
施
設
。
ハ
ン
セ
ン
病
よ
り
も
、

感
染
率
も
死
亡
率
も
は
る
か
に
多
か
っ

た
結
核
患
者
の
療
養
所
と
な
ぜ
こ
う
も

違
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

現
在
一
五
カ
所
あ
る
国
内
の
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
に
は
、後
遺
症
や
高
齢
化
、

地
域
に
残
る
差
別
意
識
な
ど
に
よ
り
社

会
復
帰
が
困
難
な
方
々
が
余
生
を
過
ご

さ
れ
て
い
る
。
社
会
復
帰
し
た
方
々
に

し
て
も
、
誰
も
が
平
和
で
安
定
し
た
暮

ら
し
を
得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。（
映
画
「
あ
ん
」（
３
）
は
そ
の

こ
と
を
よ
く
描
い
て
い
る
）。
国
の
政

策
の
錯
誤
が
残
し
た
傷
跡
は
未
だ
癒
さ

れ
な
い
ま
ま
だ
。

　

社
会
で
の
女
性
差
別
が
よ
り
過
酷
な

形
で
反
映
さ
れ
た
施
設
か
ら
、
一
生
出

る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
人
生
を
、

女
性
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
い
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。
女
性
た
ち
の
著
し

た
随
筆
や
小
説
、
短
歌
、
詩
が
語
る
言

葉
に
耳
を
傾
け
記
憶
に
刻
み
た
い
。

「孤高」の 2 人—奄美の一村と小笠原医師

　奄美大島の自然を題材に多くの魅惑的な作品を遺した
画家、田中一村の回顧展が開かれている（東京都美術館。
24 年 12 月 1 日まで）。彼を異端視し認めなかった画壇
に背を向け、一村が奄美大島に移住したのは 50 歳の時。
国立ハンセン病療養所奄美和光園の小笠原登医師と知り
合い、彼の官舎で画業を再開した。
　小笠原医師は 1888 年愛知県の寺に生まれ、漢方の心
得をもつ僧侶の祖父が困窮する人々に治療を施すのを見
ながら育った。京都帝大医学部を出たのちハンセン病の
研究と治療に携わる。1931 年、ハンセン病について「治
る病気」「感染力は微弱」等と発表。当時信じられてい
た説を迷信と断じ、強制隔離は必要無いと強く主張、内
務省の医師たちと激しく対立した。彼の説が異端とされ
排斥されても、隔離政策に抵抗し自らの医療的知見に基
づき通常の外来・入院治療を実践し続けた。
　小笠原医師が乞われて奄美和光園に赴任したのは
1957 年。翌年一村と出会う。孤立を恐れなかった 2 人
が親交を深めたのは不思議ではない。和光園滞在中、一
村は入園者の肉親の肖像画を依頼された。別れたきりの
家族の不鮮明な集合写真から、かれらの記憶を頼りに再
現した肖像は心から喜ばれ、次々と依頼されて奄美にお

ける一村の最初の仕事になった。
　田中一村大回顧展にはそれらの肖像画も数点展示され
ている。が、展示室のどこにも和光園がハンセン病療養
所であることは書かれていない。
　患者を病や貧困から救済するとの名目で実施された強
制隔離は、実はかれらを国内外の社会の目から隠すため
でもあった。それは結果として人々の忌避感、偏見をあ
おる一方で、科学的知識や人権意識が育つ機会を阻むこ
とになったのではないか。原発事故の放射線被害から逃
れた先で福島の人々が被った差別や偏見、コロナ蔓延時
に見られた過剰な恐怖心にもそれはつながっているので
はないだろうか。家父長的温情主義は人を子供扱いにし
て無知を放置する。ハンセン病の文字のない展示会場に
感じたモヤモヤは、その事への怒りだったように思う。

〈資料〉
・アート・ビギナーズ・コレクション『もっと知りたい
田中一村　生涯と作品」大矢鞆音著  東京美術  2010 年
・『孤高のハンセン病医師　小笠原登「日記」
を読む』 藤野豊著　六花出版　2016 年

国立ハンセン病資料館図書室
では関係書籍を展示中。



9

BOOK 　

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
で
は
い

ま
、「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
女
性
た

ち—
一
冊
の
本
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し

て
連
続
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
予
定
は
、

一
一
月
二
三
日　

闘
っ
た
女
性
の
本
と

証
言—

上
野
正
子『
人
間
回
復
の
瞬
間
』

一
二
月
一
四
日　

内
側
か
ら
広
が
る
言

葉—

塔
和
子
『
記
憶
の
川
で
』

二
〇
二
五
年
一
月
一
八
日　

再
起
す
る

女
性
像—

藤
本
と
し
『
地
面
の
底
が
ぬ

け
た
ん
で
す
』

東
京
都
東
村
山
市
青
葉
町

tel. 042-396-2909 
fax  042-396-2981
https://w

w
w.nhdm

.jp/events

１　

ら
い
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

慢
性
の
感
染
症
。
末
梢
神
経
が
侵
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
重
複
障
害
が
後
遺
症
と
し
て

残
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
非
常
に
感
染
力

の
弱
い
疾
病
で
、
現
在
で
は
た
と
え
感
染

し
て
も
発
病
す
る
こ
と
は
稀
、
抗
生
剤
を

中
心
と
す
る
治
療
に
よ
り
完
治
す
る
。

２　

監
督
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
：
熊
谷
博
子
、

妻
を
無
能
力
に
し
た
理
由

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」
が
大

人
気
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。
初
日
か
ら

憲
法
一
四
条
が
出
て
く
る
ド
ラ
マ
に
は

多
く
の
人
が
驚
き
、
お
し
え
ら
れ
、
共

感
が
広
が
っ
た
。
私
も
娘
と
一
緒
に
ほ

ぼ
毎
回
見
た
。
知
ら
な
か
っ
た
歴
史
上

の
出
来
事
も
あ
り
、
目
を
開
か
さ
れ
る

こ
と
が
た
び
た
び
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
ド
ラ
マ
だ
か
ら
す
べ
て
が
事
実
で

は
な
い
に
し
て
も
大
筋
で
は
事
実
に
依

拠
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
男
性
法
律

家
に
も
フ
ァ
ン
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。

司
法
試
験
の
受
験
資
格
が
「
帝
国
臣
民

ニ
シ
テ
男
子
タ
ル
コ
ト
」
と
い
う
合
法

的
女
性
差
別
を
ど
の
く
ら
い
の
人
が

知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
数
年

前
に
あ
る
必
要
が
あ
っ
て
調
べ
て
知
っ

た
。
合
法
的
女
性
差
別
で
あ
る
こ
と
に

当
時
の
男
性
た
ち
の
女
性
へ
の
激
し
い

敵
意
を
感
じ
た
。
女
性
を
一
段
も
二
段

も
見
下
し
て
い
た
男
性
た
ち
の
率
直
な

「
思
想
」
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
明
治
憲
法
下
で
は
合
法
的

女
性
差
別
は
あ
ふ
れ
て
い
た
。
こ
れ
も

ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
一
同
絶
句
と
な
っ
た
妻
の
「
無
能
力

者
」
規
定
は
わ
か
り
や
す
い
例
か
も
し

れ
な
い
。
戦
後
の
民
法
の
教
科
書
に
は

そ
の
事
実
も
そ
の
理
由
も
取
り
あ
げ
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
規
定
は
な
い
の

合
法
的
女
性
差
別
は
も
う
終
わ
っ
た
か
？

角
田
由
紀
子

一
一
三
分
、
二
〇
二
三
年
。
自
主
上
映
案

内https://w
w

w
.beingkazue.com

/
jishu

３　

監
督
：
河
瀨
直
美
、
主
演
：
樹
木
希

林
、一
一
三
分
、二
〇
一
五
年
、配
信
サ
ー

ビ
ス
で
視
聴
可

で
解
説
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
こ
れ
も
私
は
必
要
が
あ
っ
て

調
べ
て
、
そ
の
「
合
理
的
な
」
説
明
に

脱
帽
だ
っ
た
。
私
が
読
ん
だ
の
は
民
法

の
大
家
・
我
妻
栄
の
「
民
法
総
則
」
昭

和
一
六
年
（1941

）
版
だ
。
私
が
生

ま
れ
る
一
年
前
に
出
た
本
。
我
妻
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
妻
を
無
能
力
に
し
た
理
由

は
、「
夫
婦
円
満
」
の
た
め
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
！ 

な
ん
て
わ
か
り
や
す
い

理
由
！ 

妻
が
意
見
を
言
っ
て
夫
と
意

見
が
合
わ
な
け
れ
ば
言
い
争
い
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
で
は
な
い
か
。
夫
の
意

見
に
理
が
あ
り
妻
を
説
得
で
き
れ
ば
ま

だ
よ
い
。
も
し
、
妻
の
意
見
に
理
が
あ

り
、
夫
が
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
っ
た

ら
夫
の
面
目
丸
つ
ぶ
れ
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
、
自
信
の
な
い
男
た
ち
は
あ

ら
か
じ
め
妻
の
口
を
ふ
さ
い
で
お
い
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
我
妻
さ
ん
の
名

誉
の
た
め
に
付
け
加
え
て
お
く
と
、
彼

は
「
夫
婦
円
満
の
た
め
」
以
上
の
こ
と

は
書
い
て
い
な
い
。
後
は
私
の
邪
推
。

法
律
家
は
本
当
に
「
頭
が
い
い
」。
現

行
民
法
の
講
義
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
歴

史
的
な
事
実
を
教
え
な
い
の
か
。
日
本

の
法
律
学
は
歴
史
的
考
察
が
お
嫌
い

の
よ
う
で
「
今
だ
け
」
思
考
の
よ
う
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だ
。
刑
法
も
な
ぜ
強
姦
罪
の
保
護
法
益

が
貞
操
保
護
と
さ
れ
て
き
た
の
か
を
説

明
せ
ず
（
明
確
な
説
明
が
聞
き
た
か
っ

た
！
）、
そ
も
そ
も
「
貞
操
」
の
定
義

は
刑
法
の
教
科
書
に
は
な
か
っ
た
。
緻

密
な
定
義
が
好
き
な
法
律
学
ら
し
く
な

い
。

そ
の
能
力
を
家
庭
に
入
っ
て
腐
ら
せ
よ

　

さ
て
、寅
子
の
時
代
を
過
ぎ
て
い
ま
、

女
性
弁
護
士
は
全
体
の
二
割
を
よ
う
や

く
超
え
て
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
日

時
点
で
日
弁
連
平
均
で
二
〇
・
二
％
に

達
し
た
。
東
京
の
三
つ
の
弁
護
士
会
で

は
こ
れ
を
少
し
超
え
て
い
る
が
一
〇
％

に
満
た
な
い
と
こ
ろ
も
ま
だ
あ
る
。

　

司
法
試
験
は
受
験
者
の
性
別
に
左
右

さ
れ
な
い
数
少
な
い
資
格
試
験
か
も
し

れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
が

少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
法
学
部
に
進
学

す
る
女
性
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
い

う
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
朝
ド
ラ
効
果
で

法
律
家
を
目
指
す
若
い
女
性
が
増
え
れ

ば
幸
い
だ
。

　

私
は
修
習
二
七
期
で
あ
る
が
、
す
ぐ

後
の
三
〇
期
で
は
悪
名
高
き
女
性
差
別

が
さ
れ
た
。
女
性
差
別
裁
判
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
今
野
久
子
弁
護
士
は
差
別

を
受
け
た
当
事
者
で
あ
っ
た
。
修
習
中

に
教
官
か
ら
女
性
が
法
律
家
に
な
る
べ

き
で
は
な
い
、
試
験
に
受
か
っ
た
が
そ

の
能
力
を
家
庭
に
入
っ
て
腐
ら
せ
る
べ

き
だ
と
い
う
お
説
教
を
直
接
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
修
習
中
の
旅
行
の
機
会
に

女
性
が
一
人
ず
つ
教
官
の
下
に
呼
ば
れ

て
の
「
お
説
教
」
で
あ
っ
た
と
き
く
。

こ
ん
な
お
説
教
に
屈
し
な
か
っ
た
の

で
、
女
性
差
別
の
労
働
事
件
は
今
野
さ

ん
を
中
心
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

　

日
弁
連
も
両
性
の
平
等
に
関
す
る
委

員
会
や
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
の
活

動
な
ど
を
通
じ
て
女
性
弁
護
士
の
活
動

を
支
え
て
き
た
こ
と
は
事
実
だ
。
男
性

弁
護
士
へ
の
育
児
休
暇
の
勧
め
も
行
わ

れ
て
い
る
し
そ
の
た
め
の
制
度
設
計
も

さ
れ
て
お
り
、
私
が
弁
護
士
に
な
っ
た

一
九
七
五
年
で
は
考
え
ら
れ
な
い
環
境

の
良
い
変
化
だ
。
こ
れ
は
弁
護
士
会
が

特
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
よ
り
は
社
会

の
変
化
に
追
い
つ
い
て
き
た
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
曹
は
女
性
に

と
っ
て
魅
力
的
な
仕
事
で
は
な
い
ら
し

い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

ご
主
人
は
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う

　

私
自
身
今
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
気

が
付
い
た
の
だ
が
、
法
律
の
世
界
は
極

め
て
は
っ
き
り
し
た
男
性
中
心
の
世
界

だ
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
五
〇
年
近
く

そ
の
違
和
感
の
中
で
生
き
て
き
た
。
そ

れ
が
女
性
た
ち
が
足
を
踏
み
入
れ
る
の

を
躊
躇
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

法
律
そ
の
も
の
が
臆
面
も
な
く
男
性

中
心
に
作
ら
れ
て
い
る
面
が
あ
る
。
憲

法
一
四
条
や
二
四
条
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
憲
法
二
四
条

は
そ
の
よ
う
な
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い

が
、
家
制
度
下
の
結
婚
制
度
と
真
反
対

な
結
婚
の
在
り
方
を
宣
言
す
る
こ
と
で

家
制
度
の
法
的
廃
止
を
定
め
た
。
因
み

に
憲
法
一
四
条
は
朝
ド
ラ
を
貫
く
大
事

な
思
想
の
よ
う
だ
。
さ
て
、
そ
ん
な
こ

と
は
わ
か
り
き
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
一
四
条
は
実
際
の

生
活
で
は
法
律
家
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
思
い
出
話
を
し
て

み
る
。

　

法
学
部
生
で
は
な
か
っ
た
私
は
、
も

と
も
と
勉
強
し
て
い
た
日
本
文
学
の
専

門
を
活
か
し
た
仕
事
に
女
性
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
卒
業
の
年
に
東
京
都
教
育
委
員
会

に
高
校
の
国
語
の
教
師
に
な
る
た
め
の

手
続
き
を
聞
き
に
行
っ
た
。そ
こ
で
は
、

窓
口
で
女
の
国
語
の
教
師
は
掃
い
て
捨

て
る
ほ
ど
い
る
、
も
う
採
る
予
定
は
な

い
と
い
う
思
い
が
け
な
い
対
応
を
受
け

た
。
呆
然
と
し
な
が
ら
も
す
ご
す
ご
と

引
返
し
て
、
誰
か
に
採
用
し
て
と
言
う

の
は
ダ
メ
だ
と
理
解
し
た
。
そ
こ
で

一
人
で
も
で
き
る
資
格
を
手
に
入
れ
な

け
れ
ば
と
思
っ
た
。
そ
う
は
い
っ
て
も

文
科
系
で
の
資
格
な
ど
弁
護
士
し
か
思

い
つ
か
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
、
司
法

試
験
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
当
時
は

司
法
試
験
予
備
校
な
ど
は
な
か
っ
た
の

で
、
法
学
部
生
で
あ
っ
た
夫
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
法
学
部
の
講
義
を
聞
き
に
行
っ

た
。大
教
室
で
の
講
義
で
あ
っ
た
の
で
、

少
な
い
女
子
学
生
は
目
に
つ
い
た
か
も

し
れ
な
い
が
身
分
を
問
い
た
だ
さ
れ
る

こ
と
な
く
ま
ぎ
れ
込
め
た
。
合
格
し
た

の
は
二
人
目
を
生
ん
で
か
ら
だ
。
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一
九
七
三
年
に
司
法
修
習
生
に

な
っ
て
す
ぐ
の
事
で
あ
っ
た
。
修
習
生

は
小
学
生
の
よ
う
に
一
ク
ラ
ス
五
〇
人

程
度
に
分
け
ら
れ
、
ク
ラ
ス
に
は
民
事

裁
判
、
刑
事
裁
判
、
検
察
、
民
事
弁

護
、
刑
事
弁
護
の
教
官
が
付
い
た
。
担

任
の
検
察
教
官
（
一
番
若
い
ク
ラ
ス
担

任
で
四
〇
代
）
か
ら
「
ご
主
人
は
立
派

で
す
ね
。
妻
に
司
法
試
験
を
や
ら
せ
る

な
ん
て
。
ご
主
人
は
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た

で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
。
言
わ
れ
た

時
は
彼
の
意
図
が
す
ぐ
に
は
呑
み
込
め

な
か
っ
た
が
、
妻
役
割
の
逸
脱
を
よ
く

ぞ
許
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
確
か
に
夫
の
協
力
は
あ
っ
た
が
、

二
人
の
幼
い
子
を
抱
え
て
苦
労
し
た
の

は
私
の
方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
は

適
確
な
反
論
を
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い

を
飲
み
込
ん
だ
。

私
は
一
九
七
七
年
に
群
馬
弁
護
士

会
か
ら
東
京
弁
護
士
会
に
登
録
替
え
を

し
た
。
当
時
は
登
録
替
え
に
委
員
に
よ

る
面
接
が
あ
っ
た
。
担
当
者
は
二
人
の

男
性
弁
護
士
で
あ
っ
た
が
、
私
が
質
問

さ
れ
た
の
は
た
だ
一
問
。「
ご
主
人
は

一
弁
な
の
に
な
ぜ
あ
な
た
は
東
弁
を
希

望
す
る
の
で
す
か
」
で
あ
っ
た
。
弁
護

士
会
の
登
録
で
も
夫
唱
婦
随
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
と
び
っ
く
り
し
て
と
っ

さ
に
「
弁
護
士
会
く
ら
い
別
に
な
り
た

い
の
で
す
」
と
答
え
た
こ
と
を
鮮
明
に

思
い
出
す
。

初
め
て
の
実
務
修
習
は
東
京
地
裁

の
刑
事
部
で
あ
っ
た
。
配
属
さ
れ
た
初

日
に
裁
判
長
か
ら
名
指
し
で
「
あ
な
た

だ
け
は
明
日
か
ら
三
〇
分
早
く
出
勤
し

て
下
さ
い
」
と
い
わ
れ
た
。
他
の
修
習

生
は
全
員
男
性
で
あ
っ
た
。
私
が
き
ょ

と
ん
と
し
て
い
る
と
裁
判
長
は
「
お
茶

は
女
性
に
い
れ
て
も
ら
う
と
お
い
し

い
」
と
言
っ
た
。
私
は
二
人
の
子
ど
も

を
保
育
園
に
預
け
て
修
習
を
し
て
い

た
。経
験
者
に
は
お
分
か
り
だ
ろ
う
が
、

保
育
園
に
子
ど
も
を
送
っ
て
か
ら
出
勤

す
る
者
に
と
っ
て
朝
の
三
〇
分
が
ど
ん

な
も
の
か
。
い
ま
な
ら
、
直
ち
に
セ
ク

ハ
ラ
発
言
と
な
ろ
う
が
そ
ん
な
言
葉
も

な
い
時
代
で
、
こ
こ
で
も
私
は
反
論
の

言
葉
と
理
屈
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

断
る
こ
と
が
で
き
ず
に
四
か
月
間
三
〇

分
早
く
出
勤
を
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

親
友
の
女
性
弁
護
士
は
刑
事
弁
護
好

き
で
い
い
腕
前
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
仕

事
ぶ
り
は
と
て
も
熱
心
で
い
つ
も
脱
帽

も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
国
選
事
件
の
担

当
を
し
て
い
た
と
き
、
担
当
裁
判
官
か

ら
期
日
の
う
ち
合
わ
せ
の
時
に
「
ご
主

人
が
稼
い
で
い
る
の
で
先
生
は
好
き
に

国
選
が
で
き
る
の
で
す
ね
」
と
宣
わ
れ

た
。
彼
女
は
趣
味
で
国
選
事
件
を
頑

張
っ
て
い
る
と
い
う
理
解
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
こ
れ
も
二
〇
年
く
ら
い
前
の

事
な
の
で
今
で
は
そ
う
い
う
裁
判
官
は

い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
因
み
に
こ

の
女
性
弁
護
士
は
、
袴
田
事
件
で
長
年

弁
護
団
の
中
心
で
活
動
し
て
き
た
田
中

薫
さ
ん
だ
。

法
律
の
言
葉
も
発
想
も
男
性
の
生
活
を

基
準
に
し
て
い
る

　

法
曹
三
者
の
女
性
差
別
は
少
な
く

な
っ
た
と
は
思
い
た
い
が
、
ど
の
よ
う

に
反
省
が
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ

と
も
反
省
す
る
に
は
女
性
差
別
の
事
実

を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
数
年
前
に
医
学
部
女
性
差

別
入
試
事
件
を
担
当
し
た
と
き
に
や
っ

ぱ
り
と
思
っ
た
。
結
論
は
勝
訴
だ
っ

た
が—

ま
さ
か
敗
訴
は
あ
り
得
な
い

が—

、
裁
判
官
は
事
件
の
根
本
に
あ

る
の
が
女
性
差
別
と
理
解
す
る
の
を
頑

強
に
拒
ん
だ
。
結
果
、
認
め
ら
れ
た
慰

謝
料
は
呆
れ
る
く
ら
い
低
額
で
あ
っ

た
。
因
み
に
一
審
の
裁
判
長
は
女
性
で

あ
っ
た
。
裁
判
官
の
性
別
の
問
題
で
は

な
く
、
女
性
差
別
へ
の
理
解
能
力
の
問

題
で
あ
っ
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
法
律
は
明
治

以
来
男
性
の
手
に
あ
っ
た
。
制
度
的
に

も
女
性
は
立
法
か
ら
も
運
用
か
ら
も
研

究
か
ら
も
合
法
的
に
排
除
さ
れ
て
い

た
。
女
性
が
立
法
に
参
加
で
き
た
の
は

戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の

五
〇
年
は
女
性
は
法
に
主
体
的
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
。
法
を
適
用
さ
れ
る
客

体
で
し
か
な
か
っ
た
。
従
っ
て
女
性
の

声
が
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

妻
無
能
力
規
定
の
よ
う
に
は
じ
め
か
ら

聞
く
こ
と
が
あ
り
得
な
い
制
度
設
計
で

あ
っ
た
。
刑
法
の
性
暴
力
規
定
の
よ
う

に
戦
後
憲
法
の
も
と
で
も
被
害
者
個
人

に
着
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
法
律
の
言
葉
も
発
想
も
男

性
の
生
活
を
基
準
に
し
て
そ
こ
か
ら
発
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『
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会
』
か
わ
ら
ば
ん

★
印
刷
版
を
ご
希
望
の
方
は
左
記
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
合
せ

欄
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
投
稿
大
歓
迎
！　

　
本
や
映
画
の
紹
介
、
地
域
で
の
活
動
報
告
、

選
挙
や
地
域
の
政
治
の
動
き
、情
報
、ご
意
見
、

な
ん
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

宛
先

Em
ail

：1pyodekaeru@
gm

ail.com

郵
便
：
〒162-0823　

東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸
１
の
１

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー　
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

No.  

45

FAX

：03-5684-1412
H

P: https://1pyo-de-kaeru.com

★
カ
ン
パ
の
お
願
い

私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

カ
ン
パ
を
！

郵
便
振
替
口
座
：

記
号
番
号　

00110-6-420003

口
座
名
称　
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会　

イ
ッ
ピ
ョ
ウ
デ
カ
エ
ル
オ
ン
ナ
タ
チ
ノ
カ
イ

銀
行
等
か
ら
振
り
込
む
場
合
：

店
名（
店
番
）　
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）

店　
（019

）

預
金
種
目　
当
座

口
座
番
号　

0420003

戦争
しな
い

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は

な
ら
な
い
。
自
分
を
振
り
返
っ
て
つ
く

づ
く
思
う
の
だ
が
、
女
性
法
律
家
も
そ

う
い
う
言
葉
や
発
想
を
理
解
す
る
こ
と

で
「
一
人
前
」
と
扱
わ
れ
、
男
性
中
心

の
言
葉
や
発
想
に
鈍
感
に
な
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
ま
る
で
二
流
市
民
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

女
性
差
別
が
日
常
茶
飯
で
あ
る
社
会
で

　

法
律
家
で
あ
っ
て
も
名
前
は
知
っ
て

い
る
が
条
文
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
と

さ
れ
て
い
る
法
律
に
「
売
春
防
止
法
」

が
あ
る
。
二
〇
二
四
年
の
春
か
ら
後
半

の
保
護
・
更
生
部
分
が
廃
止
さ
れ
、
い

わ
ゆ
る
「
困
難
女
性
支
援
法
」
と
な
っ

た
。
被
害
女
性
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
運

動
を
し
て
き
た
女
性
た
ち
の
努
力
で
新

法
が
で
き
た
。
残
っ
た
部
分
に
は
三
条

に
売
春
禁
止
（
売
る
方
も
買
う
方
も
）

規
定
が
あ
る
。
こ
の
法
律
は
特
別
刑
法

で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
禁
止
規

定
を
犯
し
て
も
処
罰
規
定
が
な
い
。
買

う
こ
と
は
お
好
き
に
い
く
ら
で
も
と
い

う
法
律
だ
。
制
定
当
時
は
ま
だ
女
を
買

う
の
は
男
の
甲
斐
性
と
す
る
「
文
化
」

が
社
会
を
支
配
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
発
想
で
は
、
買
う
男
の
処
罰

な
ど
あ
り
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
本
来

の
売
防
法
は
売
春
は
女
性
の
責
任
と
い

う
立
場
を
と
っ
て
い
た
（
一
条
）
が
、

そ
の
部
分
は
困
難
女
性
支
援
法
制
定
に

伴
い
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
売
る
女

性
の
行
為
は
犯
罪
と
さ
れ
る
。
同
法
五

条
が
、
い
わ
ゆ
る
客
待
ち
な
ど
の
勧
誘

行
為
を
犯
罪
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
最

近
、
ホ
ス
ト
に
入
れ
あ
げ
た
女
の
子
た

ち
が
大
勢
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
逮
捕
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
売
防
法
は
売
る
こ
と
も
買
う
こ

と
も
禁
じ
な
が
ら
売
る
方
は
、「
売
る
」

行
為
に
よ
っ
て
で
は
な
く
「
買
う
よ
う

に
勧
誘
し
た
こ
と
」
で
処
罰
さ
れ
る
の

だ
。
こ
の
勧
誘
を
し
た
と
さ
れ
て
逮
捕

さ
れ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
女
性
で
あ
る
。

こ
こ
で
売
る
行
為
と
買
う
行
為
は
一
組

の
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
売

る
側
だ
け
を
犯
罪
と
す
る
の
は
憲
法

一
四
条
か
ら
見
て
問
題
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
、
刑
法
強
姦
罪
（
強
制
性
交

等
罪
）
を
被
害
者
が
女
性
の
場
合
に
し

か
適
用
し
な
い
こ
と
を
長
年
平
気
で
続

け
て
き
た
こ
の
国
の
法
曹
界
で
あ
る
か

ら
売
防
法
五
条
の
こ
の
偏
っ
た
適
用
も

気
に
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
刑

法
の
問
題
に
つ
い
て
は
憲
法
学
者
が
憲

法
一
四
条
違
反
と
す
る
論
文
を
早
く
に

発
表
し
て
い
た
が
、
刑
法
学
者
か
ら
は

無
視
さ
れ
続
け
て
き
た
。
因
み
に
、
北

欧
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
買
う
男

を
処
罰
す
る
法
改
正
が
進
ん
で
い
る
。

あ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
で
さ
え
も
。

　

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
合
法
的
女
性
差

別
は
根
絶
さ
れ
て
は
い
な
い
。
女
性
差

別
が
日
常
茶
飯
で
あ
る
社
会
に
住
ん
で

い
る
と
何
が
女
性
差
別
で
あ
る
か
は
見

え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。　


